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魚粕検査における簡易粗脂肪定量法 (2)

漉紙拡散法による定量について

元広輝重*秋場稔*・吉本貞男料・谷川英一*

Rapid and Simple Quan批叫iveDeterminaゐionof 

Crude Oil in Fish Scrap for Fertilizer 

II. A diffusion method on filter paper 

rerushige MOTOHIRO， Minoru AKIBA， Sadao Y OSHIMOTO 
and Euchi TANIKAWA 

Abstract 

Oi1 in 偽hscrap for fertilizer w晶自 ex位脚色edwiぬCCl，晶.ndw品目 driedon晶盆1旬r
paper. The amount was deもerminedby estimating泊1ewidth of位1ering of oi1 
which formed onもhefil飴rp昭er. This meぬodrequires only 20 min晶.ndn紛 ds
very sm晶U乱mountof色hesample. 

前報1)で魚粕中の組脂肪定量の簡易法として魚粕試料のアセトン抽出液fC飽和 KCl溶液を添加し

て抽出油を浮上分離しその容量を計測するアセトン'KCl法について検討し，規格検査上実用fC供し

得ることをみとめた。

本報では著者らが他の一方法として考案した魚粕粗脂肪を CCl，溶液で抽出し，乙の抽出液を円形

強紙上fC拡散せしめ， 乙のとき生ずる油脂の輸帯について，その帯幅を測定して粗脂肪を定量する方

法の概要とその魚粕検査への適用性について検討した結果を述べる。

実験の部

1.実施方志

1mm目の網目を通して節分けした魚粕粉末を供試料とする。内径 5.5mm，長さ 30mmのガラス

管の一方の端から 1伽nm位の厚きに軽く脱脂綿を詰め， その上fC上記魚粕試料一定量 (0.03g)を充

填しさらに他端に脱脂綿を軽く詰める。次fCFig. 1 f乙示すように径 20mm，高き 20mmの底面平

滑の小容器に一定量 (3m!)の CCl，溶液を注入し， ζの中に前記試料を充填したガラス管を直立浸潰

せしめ，硝子管の上面fC径 20mmの No.51クロマトグラフ用円形猪紙を中心点を合わせるように

して載せ，上部よりスプリングで軽くおさえつける。 15~20 分経過すると CCl，の拡散はほぼ定常と

なるから，円形強紙を取り外し風乾する。風乾後，円形櫨紙上ICは油脂の存在による輸帯が形成され

るから，乙の輪帯の帯幅を周囲4ケ所の部分について測定しその平均値を算出する。 Soxhlet法によ

って予め粗脂肪含量を定量しておいた魚粕試料について前記の実験を行ない，試料中の粗脂肪含量と

帯幅との関係を求めておけば未知試料の粗脂肪含量についてはp 前記実験法による帯幅の測定のみに

よって知る乙とができる。
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2. 実験結果および考繋

粗脂肪含量既知 (Soxhlet法による)のきん

ま魚粕試料について上記の方法における試料

採取量と，抽出油脂による輸帯の形成状態を

検討した結果を Table1 K示した.乙の結果

より明らかなように粗脂肪含量 8.196のもの

では O.01gの試料採取では cq.による油臓
の抽出は良好で20分以内で完了するが，円形

品種紙上に出来る抽出油の輸帯は CCl，.の拡散

が大きすぎて不明瞭であった。しかし 0.03叩

{).15gの採取量範周では CCl，の抽出は良好

でかつ輪帯の形成も明瞭であった。 11.996の

粗脂肪含量のものでは各試料採取量のものに

おいて油脂の抽出および輪帯の形成はともに

良好であったが， 17.296の場合， 0.10g以上の

採取量では CC4による抽出が不良で却分以

内では完了しない。 またp さらに粗脂肪含量

の高い 21.996のものにあっては o.伺g以上
の試料採取では前同様に抽出が不十分であっ

た。すなわち， ζの結果より， 8~1796 範囲

の粗脂肪含量のものにあっては， 0.03~0.07g 

範園内の一定量の試料採取で輪帯の帯幅を相

互比較出来るものと恩われる。なお 1796以
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上のものでは試料採取量を O.01g程度として行なえばp 前同様の直線関係が得られるがとの場合，後

記するように円形櫨紙の大きさについても予め検討しておく必要がある。

Fig. 2 1<:::試料採取量を 0.03gとして各粗脂肪含量の魚粕試料についての実験結果を示したが，と

の結果よりも明らかなように 6叩 1796の粗脂肪量の範囲ではp 輸帯の帯幅と粗脂肪量との聞には直

線関係が成立し本法による定量化の可能性がみられる。しかし，帯幅の範囲はわずかに 1~2.5mm に

わたるのみで， 計測誤差 0.1mmにおさえても粗脂肪量として土1~1.596 程度の差異は生ずる。な
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お本法による場合，試料採取量の増加に伴づて CCI，による強紙上への拡散面積は漸減する。乙の減

少の程度は 6~1796 の粗脂肪含量の範囲では Cく小さいが，粗脂肪含量がさらに却%以上におよ

ぶと減少の程度は比較的大きくなる。たとえば前記 Table1 Iと示された 21.996の魚粕試料にあって

は Fig.3に示したように O.Olgの試料採取のものでは CCI，の拡散距離(拡散リングの直径)は

18.5mmであるが， O.03g採取では 11.6mm，O.05g採取では 10.伽m となり，要するに試料採取量

を小さくした場合p 使用減紙の大きさを予め適当に検討しておく乙と， また試料採取量についてもそ

の測定の精度との関連で限度があるものと恩われるから， ζれらの点について予め検討しておく必要

がある。

本法は O.03g程度の試料を秤取し得る化学天秤と， 円形猪紙を固定せしめる装置を工夫，用意す

れば，他の使用器具はごく簡易なものですみp かつ室温拍出が可能なととより引火性の点でも比較的

安全でp また大量の試料処理も可能であるなど有利な点が多い。 しかし前記のように同一量の試料採

取条件では広範囲の粗脂肪含量の測定が不可能な ζとp およびその精度において多少劣る商がみられ

るζとなどが欠点とされP 粗脂肪定量化の可能性は見出だされたとはいえさらに改良の必要はあろう。

約

魚粕試料中の油脂を CCI，で抽出しながら円形獄紙上K拡散せしめp その際生ずる油脂の輪帯を計

測する方法』とより試料中の粗脂肪含量を決定することの可能性をみとめたが，実用化にはさらに検討

を要する。
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